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１ 動機 

平成23年に発生した東北地方太平洋沖地震と津波によって、東京電力福島第一原子力発電所で事故が起

こり、放射性物質が放出された。今回、この放射線を研究することにした。 

２ 結果および考察  

(1) 岩石の放射線量（調査） 

阿蘇地域でγ線の測定を行った。  

坂梨と栃ノ木では放射線量が高く、 

それらの岩石はどちらも流紋岩であ 

った（右表）。 

また、花こう岩が分布する鹿北町岳 

間渓谷で同様に測定を行った。その 

結果、放射線量は 0.210μ㏜／hで、 

放射線の放射が認められた。 

(2) 放射線量の多い鉱物（実験１） 

     珪長質岩石に多く含まれる無色鉱  

物の中で、放射線量の多い鉱物を調 

べた。その結果、カリ長石と明礬石、 

燐灰ウラン石の３つで放射線が認め 

られた（右表）。 

(3) 放射線を放出する物質（実験２） 

   実験１の結果から、放射線量の多い鉱物に共通する放射性元素は、①Kまたは②Alだと考え、自然放

射線の放射線源かどうかを調べた（結果は、下表参照）。 

① Alの単体を計測した結果、放射線は認められなかった。 

  ② Kは単体の材料がなかったため、Kの化合物を測定した。結果、放射線の放射が認められた化合物は、

水酸化カリウム（KOH)と塩化カリウム(KCl)だけであった。 

よって、自然放射線の線源となる元素は「K」であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

３ まとめ  

自然放射線量は、珪長質岩石（白い岩石）が高く、線源は主にKである。 
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